
 

  

 

第１回 リニア駅周辺整備デザイン会議 次第 

 

平成 29 年７月 20 日（木）午後 3 時 30 分～ 

飯田市役所 第 2 委員会室 

 

 

１ 開  会                       

 

 

２ あいさつ    

 

 

３ 会議の設置について                      〔資料１〕 

 

 

４ 委員紹介                           〔資料２〕 

 

 

５ 会長、副会長選出   

 

 

６ 報告事項 

伊那谷自治会会議の報告について                〔資料３〕 

 

 

７ 協議事項 

  検討体制と検討の進め方について            〔資料４、５、６〕 

   

 

８ 閉  会 
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リニア駅周辺整備デザイン会議設置要綱 

 

（設置の目的） 

第１条 長野県の南の玄関口及び三遠南信地域の北の玄関口にふさわしいリニア駅を目指し、駅

舎や魅力発信施設等の建築物、広場などのデザイン、駅周辺の景観形成について、リニア駅周辺

整備基本計画のコンセプト及び諸条件、土地利用や広域的な視点を踏まえ将来を見据えた柔軟な

検討を進めるため、リニア駅周辺整備デザイン会議（以下「会議」という。）を設置する。 

 

（所掌事項） 

第２条 会議では、次に掲げる事項について検討する。 

（１）基本計画に示された各施設の配置・規模・機能やデザイン、また空間利用、利便性に関す

ること。 

（２）その他必要と認められる事項に関すること。 

 

（委員の構成及び任期） 

第３条 会議は、次に掲げる者をもって構成する。 

（１） 学識者           数名 

（２） リニア駅計画地域の代表   数名  

（３） 各種団体の代表者      数名 

（４） 行政機関          数名 

２ 委員の任期は、２年以内とする。ただし、委員が欠けた場合における補欠の委員の任期は、

前任者の残任期間とする。 

３ 公職にある故をもって委員となった者又は団体の代表として委員になった者の任期はその

存任期間とする。 

 

（役員） 

第４条 会議に会長及び副会長を置く。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選により選出する。 

３ 会長は、会議を総括し、検討会議を代表する。 

４ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき、または会長が欠けたときは、その職務を代

理する。 

 

（オブザーバー） 

第５条 会議にオブザーバーを置くことができる。 

 

（会議） 

第６条 会議は、会長が招集し、議長となる。 

２ 会長は、必要があると認めるときは、委員以外の者の出席を求め、説明または意見を聴くこ

とができる。 

 

 資料１  
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（部会） 

第７条 会議の運営を円滑に進めるため、必要に応じて部会を設けることができる。 

２ 部会は、会長の指名する者をもって組織する。 

 

（会議の公開） 

第８条 会議は、原則として公開して行うものとする。この場合において、報道機関等で公共性

その他特別な理由があると認める者を除き、傍聴人の定員は議長が定めるものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、会議の議事が次の各号のいずれかに該当するときは、議長は会議

を非公開とすることができる。 

（１）飯田市情報公開条例第７条の規定に該当するとき 

 （２）当該会議を公開することにより、率直な意見の交換若しくは意思決定の中立性が不当に損

なわれるおそれ、または特定のものに不当に利益を与え若しくは不利益を及ぼすおそれが

あるとき。 

 

（事務局） 

第９条 会議に関する事務は、飯田市リニア推進部リニア整備課が務める。 

 

（その他） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が会議に諮って

定める。 

 

附  則 

この要綱は、平成 29 年７月 20 日から施行する。 



委　員

氏　　名 役　　職

小澤　一郎 公益財団法人　都市づくりパブリックデザインセンター顧問

北川原　温 東京芸術大学美術学部建築科教授

瀬田　史彦 東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻准教授

大西　達也 一般財団法人　日本経済研究所　常務理事　調査局長　兼　地域未来研究センター副局長

鈴木　弘司 名古屋工業大学社会工学科准教授

上原　三知 信州大学総合理工学研究科准教授

福田　富廣 座光寺地域自治会会長

桑原　　博 上郷地域まちづくり委員会副会長

木下　喜文 上郷北条まちづくり委員会会長

柴田　忠昭 飯田商工会議所会頭

田内　市人 みなみ信州農業協同組合 代表理事組合長

木下　博隆 長野県経営者協会飯田支部長

萩本　範文 公益財団法人　南信州産業センター専務理事

中田　教一 長野県中小企業団体中央会下伊那支部長

飯田観光協会長

信南交通㈱代表取締役社長（公共交通関係機関）

鈴木　佳史 長野県タクシー協会飯田下伊那支部長（公共交通関係機関）

水間　武樹 長野県建設部リニア整備推進局長

山本　智章 長野県南信州地域振興局長

坂田　浩一 長野県飯田建設事務所長

廣瀬　一男 上伊那広域連合事務局長

髙田　　修 南信州広域連合事務局長

行政機関（飯田市） 佐藤　　健 飯田市副市長

オブザーバー

事業主体 太田垣　宏司 東海旅客鉄道（株）中央新幹線推進本部中央新幹線建設部名古屋建設部担当課長

幹　事

北沢　武人 リニア推進部長

佐藤　公俊 リニア推進部参事

伊藤　　実 総務部長

今村　和男 総合政策部長

竹前　雅夫 市民協働環境部長

遠山　昌和 産業経済部長

小平　　亨 建設部長

奥出　　克 建設部参事兼国県リニア事業課長

事務局

平成２９年度　リニア駅周辺整備デザイン会議

学識者

駅計画地域の代表

各種団体の代表

飯田市

飯田市

中島　一夫

行政機関

リニア整備課

環境モデル都市推進課

企画課

リニア推進課

観光課

地域計画課

ＩＩＤＡブランド推進課

資料 ２





 

リニア中央新幹線整備を地域振興に活かす伊那谷自治体会議の概要 

 

１ 日 時   平成 29 年６月 15 日（木） 午後１時から２時 35 分まで 

 

２ 場 所   県飯田合同庁舎 講堂（及び県庁知事室） 

 

３ 会議内容（発言要旨） 

(1) リニア開通を⾒据えた伊那谷の⼆次交通について 

【出席者】 

� 外から伊那谷へ来る⼈の利便性確保（⼆次交通）が⼤変重要。リニアからの乗換を円滑にするため、

⾼度なトランジットハブとしての機能をどう確保するかが課題。 

� 伊那谷地域から⼤都市圏へ向かう視点から意⾒を述べると、東京まで 45 分ということは、十分に通勤

通学圏内だと認識。東京圏だけでなく名古屋圏も考慮すると、一定の需要があってもおかしくない。 

� 通勤通学需要に関して⼆次交通によるリニアの活用策も重要。 

� ⼆次交通に係る調査については、中間報告をお願いしたい。 

� ハード面では R153 の改良が重要。県で伊駒アルプスロードの改良に取り組んでいただいているが、飯

島〜飯田間では、まだ整備が必要な個所がある。リニアから30km圏域内の幹線道路の改良はリニア

開通をにらんでも必要性が⾼い。 

� ソフト面では近距離圏域では路線バスの運⾏が必要ではないか。県が主体となって広域的な路線バス

の運用の検討をお願いしたい。リニア駅から市町村の拠点を結べば、その先、いわゆる三次交通につい

ては市町村側で考えられる。また、飯田線の⾼速化について検討をいただきたい。 

� 下伊那地域の道路改良についてもお願いしたい。 

� 体験型ツアー（グリーンツーリズム、ヘルスツーリズムなど）については、路線バスでは採算が合わないた

め、レンタカーかタクシーを使うこととなると思うが、特にタクシー利用では料⾦がかかる。タクシー会社と旅

⾏会社といった⺠間と自治体とで連携し、速達性の⾼いタクシーを⼿ごろな料⾦で提供できるサービス

を検討できないか。タクシーをどう活用するかがひとつのテーマである。 

� 舟を取り上げていただいているが、⼤変いいと思う。運航会社と話し合う場などを通じて一緒に考えてい

かれればよい。 

� 観光面については、南信州観光公社は体験型旅⾏への対応で⼿いっぱいの状況である。これ以上は

組織に⼿を入れ底上げを図る必要がある。 

� 30km 圏内だと一般道利用が想定される。その場合、自家用⾞より路線バスの需要があるのでは。圏

域をまたいだ路線バスが求められると思う。10 年後には自動運転なども出てくる。将来を⾒据えた交通

体系を考えていきたい。 

� 地域全体の効率性も考えていく必要があるが、現状では伊那谷全体で路線バスの体系を考える場が

ない。 
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【阿部知事】 

� 県全体から⾒ると、伊那谷への観光客は相対的に少ない状況。DMO などの体制がしっかりしていない

といけない。世界へ発信していくためには、広域的に考えていく必要がある。また、伊那谷全体の連携が

求められる。課題の認識を願いたい。 

� 県としては道路整備を⾏う。一⽅、リニアからの乗換時間が課題である。どれだけ短時間で、バス、タク

シー、レンタカーへの速やかな乗換ができるようになるかが求められる。 

� 公共交通やルートの設定については、通勤通学圏を考えた時にどういう配置にしていくか。地域の⽅々

の意識がどうなのか、住⺠とも対話をしていただき、意⾒を持ち寄っていただけるとありがたい。 

� ⼆次交通は県としても⼤きな課題と認識している。伊那谷を全県のリーディング地域としていく必要があ

ると考える。県、地域ともにさらに踏み込んだ検討をしていく必要がある。 

【出席者（県関係）】 

� ハードについてはしっかり取り組んでいく。ただ、すべてを⾏政側で取り組んでいくのは難しい。観光や産

業などの経済界においても、客を取りにいく発想が⼤事ではないか。 

� トリップの目的別の検討、さらには需要面での課題もある。 

� タクシーとの連携については、県でも考えていく。タクシー業界とも連携する中で、モデルなどを検討できる

かどうか検討してまいりたい。 

 

(2) リニア⻑野県駅（仮称）の周辺整備について 

【牧野飯田市⻑】 

� 先般開催した市のリニア駅周辺整備基本計画の検討会議では、出席委員から、駅周辺整備の

6.5ha を越えた範囲についても考えていくべきとの意⾒を頂戴した。そのとおりであり、市としては周辺の

⼟地利用や都市計画の中でも、その点を考えてまいりたい。 

【出席者】 

� リニアからの乗換に当たってのバスバース、駐⾞場整備など機能性の⾼い駅周辺整備をお願いしたい。 

� 駅デザインは、飯田市が中心となって検討をお願いしたい。 

� コンベンション施設やスポーツアリーナなど、周辺施設整備や⼟地利用については地域でも具体的な検

討を始めたい。 

【阿部知事】 

� 東京郊外と同じではなく、信州・伊那谷らしい駅にしていただきたい。 

� 周辺施設には、県全体の観光案内所や物産の取り扱いも必要ではないかと思っている。県としても一

緒に考えてまいりたい。 

� リニア駅周辺の外側についても、地元経済界も含めて考えていく必要があると思われる。 

� 速やかに乗り付けるための駐⾞場など、基礎的な機能の確保について配慮いただくことを改めてお願い

したい。 



リニア中央新幹線整備を地域振興に活かす伊那谷自治体会議 

 次 第 
 

日 時 平成 29 年６月 15 日(木)13:00～14:30 

場 所 飯田合同庁舎 講堂 

 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ あいさつ 

 

 

 

３ 協議事項 

 (1)リニア開通を見据えた伊那谷の二次交通について 

 

 

 

 

(2)リニア長野県駅(仮称)の周辺整備について   
 

 

４ そ の 他 

 

 

５ 閉  会 

 



リニア中央新幹線長野県駅とのアクセス(二次交通)に係る調査事業（案） 

 

                                                            上伊那地域振興局 

                               南信州地域振興局 

 

１ 目    的 

     平成３９年に予定されているリニア中央新幹線の開業に向け、リニア中央新幹線長野 

県駅とのアクセス（二次交通）のあり方を検討するにあたり必要となる各種データ等の 

収集・整理と分析を行う。 

 

２ 実施方法 

     企画振興部交通政策課、建設部リニア整備推進局、上伊那地域振興局及び南信州地域

振興局が連携して実施し、各種データの収集・整理及び専門的事項に係るアドバイス業 

務については外部に委託する。 

 

３ 実施期間      平成２９年７月～平成３１年３月 

 

４ 予  算       地域振興推進費を活用 

 

５ 事業内容案 

   （１）基礎的情報の収集・整理         ・ 交通ネットワーク・旅客流動等の実態を整理 

   （２）意向調査・分析         ・ 伊那谷居住者のリニア開業後に想定される交通行動を調査・分析         ・ 県外居住者のリニア開業後に想定される交通行動を調査・分析 
・ 観光客のリニア開業後に想定される交通行動を調査・分析         ・ 交通事業者におけるリニア開業後における経営方針等を把握 

   （３）事例調査・分析         ・ 新幹線駅設置に伴う交通動向の変化について先行事例を調査・分析 

   （４）方面別・交通手段別利用者数の試算         ・ 各種データ・分析結果に基づき方面別・交通手段別の利用者数を試算 

   （５）現況の交通サービスの評価         ・ リニア開業後において想定される現況交通サービスの問題点等を整理 

   （６）想定されるアクセス手段の評価         ・ リニア開業後に望まれるアクセス手段の効果・費用便益等を試算 



「地域における移動手段の確保、補完に関する検討会」について 

長野県企画振興部交通政策課 

１ 目  的 

  県内の地域交通は、利用者の減少により民間交通事業者の経営が悪化し、路線の廃止・縮小等が

相次いでいる。一方で、自動車を運転できない高齢者等が増加し、通院、買い物といった県民の日

常生活を維持するための地域の足の確保がますます重要となってきている 

また、県外からの観光客の誘客につなげるため、観光地への二次交通のアクセスの向上を図る

ことが求められている。 

そこで、「生活交通」と「観光交通」の二つの部会からなる検討会を設置し、福祉や地域づくり

など幅広い視点も取り入れながら検討を行うことにより、地域における移動手段の確保・補完を

図っていく。 

 

２ 検討会の構成 

 地域における移動手段の確保、補完に関する検討会 

生活交通部会 観光交通部会 

構成団体 

学識経験者（交通、地域づくり、ＩＣＴ） 

交通事業者（バス、タクシー） 

福祉関係者、商工関係者、物流関係者 

国、県、市町村 等 

学識経験者（交通、ＩＣＴ） 

交通事業者（鉄道、バス、タクシー）

観光関係者（観光機構、事業者） 

国、県、市町村 等 

 

３ 検討内容 

（１）生活交通部会 

・福祉や地域づくり等様々な視点から生活の足を確保するための方策の検討 
・翌年度以降につながるモデル的な取組の実施  
・生活交通の確保のための多様な主体の役割分担と連携に係る検討 等 

（２）観光交通部会 

・高速交通網の拠点から県内観光地への交通アクセス（空港、リニア県駅） 
・県内主要都市を結ぶ高速・特急バスの設定 
・地域内周遊観光バスの設定 
・市街地周遊の利便性向上 等 

 

４ 検討会と今後の進め方         
 

 
検 討 会（H29） 第 1 回 5/11(木) 

※ 年 4～5回程度開催予定 

・県内各地への取組の

拡大（地域振興局と

連携） 生活交通部会 
取 組 

（H30 以降） 

・モデル的な取組の実施 
・施策展開の検討（関係

者の役割分担などを含

む） 観光交通部会 
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国
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1
5
1
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線

 

②
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部

 

 
（
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）

 

・
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光
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路

 
→
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・
国
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1
5
3
号

 

③
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・
国
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1
5
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光
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④
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光
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⑥
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／
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右
岸
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⑦
 
諏
訪
方
面

 

・
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→
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道
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C

(
仮
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線

 

⑧
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面
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国
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5
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号

 

・
JR
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線

 

※
 
太
字
部
分
が
県
の
リ
ニ
ア
関
連
道
路
整
備
該
当
箇
所
（
座
光
寺

S
IC

(仮
称

)の
整
備
を
含
む
）

 

※
 
「
三
遠
南
信
自
動
車
道
」
は
、
現
在
国
及
び
県
事
業
と
し
て
推
進
中

 

※
 
未
供
用
の

IC
名
は
仮
称

 

 

凡
 

 
 
例

 

 
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

 

 
Ｊ
Ｒ
飯
田
線

 

 
自
動
車
道

 

 
国
道

 

 
主
要
地
方
道

 

 

至
 
品
川

 

至
 
名
古
屋

 

リ
ニ
ア
駅

 

国
道

2
5

6
号

 

上
伊
那
地
域

 

飯
田
・
下
伊
那

地
域

 

木
曽
地
域

 
国
道

3
6

1
号

 

諏
訪
地
域

 

三
河
・
遠
州
地
域

 

 1
 

 2
 

 3
 

 4
 

 5
 

 6
 

 7
 

 8
 



飯田線の元善光寺駅から主要駅までの所要時間比較 

 

リニア整備推進局 

 

 

元善光寺

駅起点の

距  離 

現行ダイヤ 

 

A 

 

かつての急行列車 

（昭和 57 年当時） 

B 

 

速達列車設定による 

短縮時間の試算 

C = A - B 

伊那大島駅 

（松川町） 
9.3km １６分程度  １２～１５分  １～４分程度 

飯 島 駅 

（飯島町） 
24.1km ５０分程度  ３３～４３分  ７～１７分程度 

駒ケ根駅  

(駒ケ根市) 
31.8km ７０分程度  ４９～５４分  １６～２１分程度 

伊那市駅  

(伊那市) 
44.2km ９０分程度  ６８～７３分  １７～２２分程度 

伊那松島駅 

（箕輪町） 
53.3km １１０分程度  ７９～８５分  ２６～３１分程度 

辰 野 駅 

（辰野町） 
61.9km １３０分程度  ９６～１００分  ３０～３４分程度 

 

 

【参考】（いずれも昭和 57 年当時） 

急行列車停車駅（飯田～辰野間） 

  飯田、元善光寺（一部停車）、伊那大島、飯島、駒ケ根、伊那市、伊那松島、辰野 

   ※ 元善光寺駅停車列車は下り、上りともに２本 

 

急行列車本数（飯田～辰野間） 

  下り（辰野方面）：７本（天竜峡発新宿行２本、飯田発新宿行１本、 

天竜峡発長野行１本、飯田発長野行１本、 

大垣発上諏訪行１本、豊橋発辰野行１本） 

 ※ 他に駒ケ根発長野行１本 

 上り（飯田方面）：７本（新宿発天竜峡行２本、新宿発飯田行１本、 

長野発天竜峡行１本、長野発飯田行１本、 

上諏訪発大垣行１本、辰野発豊橋行１本） 

 ※ 他に長野発駒ケ根行１本 
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リニア周辺整備デザイン会議 

 

『交流人口拡大部会』の設置について 

 

１ 設置の目的 

リニア中央新幹線の整備効果を活かした交流人口の拡大に向けて、当地域の魅力

を活かせる方策について多様な切り口から検討を行い、信州・伊那谷ブランドを強

化し、発信できるプロジェクトを創発することをめざす。 

 

２ 部会の役割 

① リニア時代を見据えた当地域の魅力を活かすことができる交流人口拡大の核

となる方策の検討 

② プロジェクトの創発に向けた、多様な連携を促進する情報共有及び共創の促

進 

 

３ 部会構成 

部会長 

交流人口拡大に向けて、社会経済情勢の変化を踏まえた新たな視点

に関するアドバイスや、特徴的な事例等を紹介できる方 

〇 大 西  達 也 氏(日本経済研究所 常務理事 調査局長) 

委員 
『飯田・南信州・伊那谷』にこだわりを持ち、当地域の交流人口拡

大につながる具体的な実践活動を行っている方  

オブザーバー 

行政 長野県（上伊那、下伊那） 

広域連合（上伊那、南信州） 

飯田市（リニア推進部、産業経済部、総合政策部） 

事務局 飯田市（リニア推進部、産業経済部、総合政策部） 

 ※検討の状況により体制を強化、拡充する。また知見を有する外部アドバイザーを 

適宜、招聘する。 

 ※別紙参考 平成28年度リニア駅周辺整備検討会議 交流人口拡大部会 名簿 

 

４ リニア駅周辺整備デザイン会議への意見反映 

  当部会での検討結果は、リニア駅周辺整備デザイン会議で検討を進める基本設計

の策定に適宜、反映させていく。 

 

 

資料５ 



平成28 年度 交流人口拡大部会 委員名簿 

委 員 

組織団体名 役職名 氏名 備考 

(一財)日本経済研究

所 

常務理事 調査局長 大西 達也 部会長 

NPO 国際りんご・シ

ードル振興会 
理事長 後藤 高一 

 

感環自然村 代表 坂井 公淳  

㈱週休いつか 社長 新海 健太郎  

(有)肉の鈴木屋  鈴木 志保  

(有)フィラーレ 代表取締役 中根 正佳  

㈱伊那リゾート 取締役支配人 鷲尾  晋  

 

オブサーバー 

組織団体名 役職名 氏名 備考 

上伊那地方事務所 地域政策課長 池内 武久  

下伊那地方事務所 地域政策課長 今井 達哉  

上伊那広域連合 事務局長 廣瀬 一男  

南信州広域連合 事務局長 渡邊 嘉蔵  

飯田市リニア推進部 リニア推進部長 北沢 武人  

飯田市リニア推進部 リニア推進部参事 佐藤 公俊  

飯田市産業経済部 産業経済部長 髙田  修  

飯田市総合政策部 総合政策部長 今村 和男  

 

事務局 

組織団体名 役職名 氏名 備考 

飯田市リニア推進部 リニア推進課   

飯田市リニア推進部 リニア整備課   

飯田市産業経済部 産業振興課   

飯田市総合政策部 企画課   
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